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　買い物や通院などの移動手段の維持、確保のため、各運行事業所への支援や、利用者の利

便性に配慮した運行及び効率的な運営体制の確立を目指し、町民みんなが安心して生活でき

るような取り組みを推進します。

【施策の現状】   

　町内の移動手段としては、高知高陵交通バス、個人ハイヤー、町が運行するコミュニティ

バス「つのバス」（全17路線〈令和元年10月現在〉）があります。高知高陵交通バスや個人

ハイヤーの利用により、町外への移動が可能となっています。

　「つのバス」は、高齢者の利用が多く多様なニーズがありますが、利便性の向上や効率的

な運行を踏まえ、必要に応じで路線や時刻表の見直しを行っていきます。

【課　題】

　高知高陵交通バス及びつのバス等の運行維持に係る経費や負担金が増加しており、増便な

ど、多様化するニーズに応えることが難しくなっています。また、新たな運転手の確保が困

難な状況であり、運転手の不足や高齢化が課題となっています。

【町民からの意見】

車の運転をしないと移動手段がなくて困るため、できるだけ本数を増やして利用しやす

い運行をしてもらいたい。

【主な取り組み】

（12）地域公共交通

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………

【施策指標】

指標名 指標の説明

6,347人

現　在
R元（H30）

6,665人

目標値
R6

バス利用者 コミュニティバスの年間利用者数

①自主防災組織の充実として、学習会や訓練を実施します。
②S56.5.31以前に建てられた住宅の耐震化を推進します。
③防災士の育成に努めます。
④指定避難所の適切な備蓄管理を行います。
⑤関係機関と災害時の応援協定を締結します。
⑥防災無線のデジタル化と全戸への戸別受信機の整備を行います。
⑦土砂災害特別警戒区域への対策として、砂防等の施設を中心とした整備を推進します。

①バスの運行をPRして、利用促進に取り組みます。
②福祉タクシー事業により高齢者等の移動手段に対して助成します。
③運転免許自主返納者を対象に「つのバス」回数券を交付します。

　南海トラフ地震をはじめ、各種災害に対しても、安心・安全に暮らせるまちとするため、

行政と住民が協働で防災・減災に取り組むことを目指します。

【施策の現状】   

　防災行政無線は東地区と西地区で異なるメーカーの機種を使用しており、統合卓を用い対

応していますが、老朽化が進んでおり更新が必要となっています。

　本町の主な災害対策は、台風などによる大雨からの土砂災害や、南海トラフ地震による被

害が想定されており、防災計画に基づき、指定避難所への備蓄や、地域ごとの自主防災組織

による資機材整備や防災訓練に取り組んでいます。

【課　題】

　防災訓練や啓発により、命を守るために住民の防災意識の向上を図ることが重要です。

　また、防災・減災対策を推進していく中で次のような課題があります。

　・災害時の孤立集落対策

　・自主防災組織の高齢化

　・現状にあった自主防災組織の規模に編成し直す必要性（隣接地区と共同で自主防災組織

　　の編成など）

　・S56.5.31以前に建てられた木造住宅の耐震化

　・防災行政無線のデジタル化

　・土砂災害特別警戒区域への対策

【町民からの意見】

・防災無線が聞こえにくい。

【主な取り組み】

（11）防災・減災対策の推進

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………

【町民・地域の協力】

　・災害への備えと防災意識の向上、自主防災訓練への参加が大切です。

【施策指標】

指標名 指標の説明

４

現　在

R元（H30）

６

目標値

R6

防災士 防災士資格取得者の数

・

【町民・地域の協力】

持続可能な公共交通体系を確立するために、地域全体で公共交通の利用促進に取り組みます。・
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